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Off-pump bilateral versus single skeletonized
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Off-Pump Bilateral Versus Single Skeletonized Internal Thoracic
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冒) (明朝体11ポイント、(学位論文審査の結果の要旨 6 0 0字以内で作成のこと。
高齢で合併疾患が多く手術リスクが高い患者群に対する両側内胸動脈バイパス術の安
全性と遠隔成績は今まで明らかでなかった。本研究は、商リスク患者における両側内胸
動脈バイパスの短期.遠隔成旗を片側内胸動脈バイバネと比較検討したD過去10年に本
学で施行した単独冠動脈バイパス術から高リスク症例を抽出し、群間に存在する患者選
択バイアスを傾向スコアマッチング散にて調整したのち対象とした。本研究は以下の点
を明らかにした。
1)高リスク症例において、両側内胸動脈バイパスは片側内胸動脈バイパスよりも有意
な生命予後改善効果を持つO　またこの効果は術後等, 3年の早期から出場する。
2)両側内胸動脈バイパスは安全に施行可能である。
本論文で得られた知見は、患者の高1)スク化が著しい現代の冠動脈疾患の治療戦略に大
きな影響を与えるものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格した
ので、博士の学位論文に値するものと認められた。
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